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椎葉村産しいたけの生産拡大を図ろう！
〜林野庁長官賞を３人が受賞！〜

乾
ほし

しいたけ品評会

▲表彰式に出席した特別表彰受賞者のみなさん（左より那須ナミ子さん、山中誠さん、
甲斐満さん、中瀬裕さん、山中憲太郎さん）

品
質
の
高
さ
を
証
明
！

　

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
第
53
回
宮

崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
（
出
品
数

７
３
３
品
）
個
人
の
部
で
、
本
村
の
生

産
農
家
５
人
が
優
等
を
獲
得
し
ま
し

た
。
中
で
も
特
別
表
彰
（
袋
物
の
部
）

で
は
、
13
品
中
11
品
が
選
ば
れ
る
と
い

う
ほ
ぼ
独
占
状
態
。
林
野
庁
長
官
賞
に

３
品
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
特
に
高
い
評

価
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
の
部
で

は
五
ヶ
瀬
町
が
２
連
覇
を
達
成
。
本
村

は
惜
し
く
も
２
位
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
６
月
６
日
に
宮
崎

市
で
開
催
さ
れ
、
33
人
の
生
産
者
が
参

加
。「
来
年
こ
そ
は
団
体
優
勝
を
！
」

と
、
関
係
者
一
同
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

第 5 3 回
宮 崎 県

　

輸
入
品
の
残
留
農
薬
検
査
の
強
化
、

原
料
原
産
地
表
示
、生
産
履
歴（
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
）
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

流
通
体
制
整
備
が
進
む
中
、
中
国
産
食

品
の
不
祥
事
に
よ
る
消
費
者
の
不
信
感

が
一
気
に
高
ま
り
、
国
内
産
し
い
た
け

へ
の
買
い
換
え
が
進
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
秋
か
ら
販
売
単

価
が
上
昇
し
、
例
年
な
ら
下
物
が
多
く

な
る
６
月
市
場
で
も
大
幅
な
落
ち
込
み

は
見
ら
れ
ず
、
依
然
と
し
て
国
内
産
へ

の
買
い
気
が
強
い
事
が
伺
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
こ
れ
か
ら
生
産

地
側
で
や
る
べ
き
こ
と
は
、
い
か
に
将

来
に
わ
た
っ
て
商
品
を
安
定
供
給
し
続

け
ら
れ
る
か
で
す
。
生
産
者
も
こ
の
市

況
に
意
欲
が
高
ま
り
、
今
年
の
植
菌
量

も
15
％
ほ
ど
伸
び
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
勢
い
を
維
持
し
、
椎
葉

の
し
い
た
け
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

食
に
対
す
る
「
安
心
」
と
「
安
全
」

高
値
が
続
く
し
い
た
け
市
況

乾
ほし

しいたけ入札の結果（宮崎県）
（JA日向椎葉支店取扱分）
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第
35
回 

宮
崎
県

「
乾ほ
し

し
い
た
け
品
評
会
」

審 
査 

結 

果

入賞 おめでとうございます
団
体
の
部

　

優
勝　

五
ヶ
瀬
町
（
２
３
５
点
）

　

２
位　

椎
葉
村
（
２
０
６
点
）

　

３
位　

諸
塚
村
（
１
３
８
点
）

☆
特 

別 

表 

彰
☆

　

※
す
べ
て
袋
物
の
部
で
受
賞

【
林
野
庁
長
官
賞
】

　

香　
　

信　

那
須
ナ
ミ
子（
間
柏
原
）

　

香　
　

菇　

山
中　
　

誠（桑
の
木
原
）

　

茶
花
冬
菇　

甲
斐　
　

満（向
山
日
添
）

【
宮
崎
県
知
事
賞
】

　

香　
　

菇　

山
中
憲
太
郎（桑

の
木
原
）

　

冬　
　

菇　

中
瀬　
　

裕

（
竹
の
枝
尾
日
当
）

【
し
い
た
け
等
振
興
議
員
連
盟
会
長
賞
】

　

香　
　

菇　

山
中　
　

誠（桑
の
木
原
）

【��

日
本
椎
茸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
】

　

香　
　

信　

那
須
ナ
ミ
子（
間
柏
原
）

　

香　
　

菇　

山
中　
　

誠（桑
の
木
原
）

　

香　
　

菇　

山
中
憲
太
郎（桑

の
木
原
）

　

冬　
　

菇　

中
瀬　
　

裕

（
竹
の
枝
尾
日
当
）

　

茶
花
冬
菇　

甲
斐　
　

満（向
山
日
添
）

☆
特 
別 
賞
☆

【�

宮
崎
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
賞
】

　

功 

労 

賞　

椎
葉　

忠
一（

桑
の
木
原
）

▲栽培歴59年。特別賞（功労賞）を受賞し表
彰を受け取る椎葉忠一さん（桑の木原）

個
人
の
部

入
賞
者

袋
物
の
部

■
香こ
う
し
ん信

【
優
等
】
那
須
ナ
ミ
子

【
３
等
】
那
須
ナ
ミ
子

　
　
　
　

那
須　

和
男

　
　
　
　

那
須
ひ
と
み

【
佳
作
】
椎
葉　

松
佐

　
　
　
　

椎
葉　
　

稔

■
香こ
う
こ菇

【
優
等
】
山
中　
　

誠

　
　
　
　

山
中
憲
太
郎

【
１
等
】
中
竹　

直
人

【
２
等
】
椎
葉　

吉
秋

　
　
　
　

椎
葉　
　

稔

　
　
　
　

那
須　

義
春

【
３
等
】
椎
葉　
　

稔

　
　
　
　

椎
葉　

昭
義

　
　
　
　

椎
葉
セ
ツ
子

【
佳
作
】
山
中　

寿
充

　
　
　
　

那
須　

隆
美

■
冬ど
ん
こ菇

【
優
等
】
中
瀬　
　

裕

【
１
等
】
桑
原　

正
義

【
２
等
】
那
須
ヨ
シ
子

　
　
　
　

那
須　

定
雄

　
　
　
　

椎
葉　

壯
市

【
３
等
】
椎
葉　

壯
市

　
　
　
　

那
須
ナ
ミ
子

【
佳
作
】
山
本　
　

司

■
茶ち
ゃ
ば
な
ど
ん
こ

花
冬
菇

【
優
等
】
甲
斐　
　

満

【
１
等
】
椎
葉　
　

一

　
　
　
　

椎
葉　

良
助

【
２
等
】
椎
葉　

幸
男

　
　
　
　

山
本　
　

司

　
　
　
　

中
瀬　
　

裕

　
　
　
　

椎
葉　

達
人

【
３
等
】
椎
葉　

藤
男

　
　
　
　

桑
原　
　

律

　
　
　
　

椎
葉　

幸
男

　
　
　
　

那
須
ナ
ミ
子

【
佳
作
】
椎
葉　

吉
秋

　
　
　
　

黒
木　

四
一

■
天て
ん
ぱ
く
ど
ん
こ

白
冬
菇

【
１
等
】
山
中　

寿
充

【
２
等
】
那
須　

義
春

【
３
等
】
椎
葉　

光
吉

　
　
　
　

椎
葉　

吉
秋

　
　
　
　

山
中
憲
太
郎

【
佳
作
】
中
竹　
　

栄

　
　
　
　

那
須　

和
男

　
　
　
　

椎
葉　
　

稔

　
　
　
　

黒
木
ハ
ツ
ヨ

■
香
信

【
１
等
】
那
須
ナ
ミ
子

【
３
等
】
那
須
ナ
ミ
子

　
　
　
　

椎
葉　

松
佐

■
香
菇

【
１
等
】
中
竹　

直
人

【
２
等
】
那
須　

義
春

【
３
等
】
椎
葉　

吉
秋

　
　
　
　

椎
葉　

昭
義

　
　
　
　

山
中　
　

誠

　
　
　
　

桑
原　

正
義

【
佳
作
】
中
竹　

直
人

　
　
　
　

那
須
セ
ツ
子

■
冬
菇

【
１
等
】
椎
葉　

吉
秋

【
２
等
】
那
須
セ
ツ
子

　
　
　
　

桑
原　

正
義

【
３
等
】
那
須　

義
春

　
　
　
　

中
竹　
　

栄

　
　
　
　

中
瀬　
　

裕

【
佳
作
】
椎
葉　
　

豊

箱
物
の
部

◀

特別表彰３部門を受賞した山中誠さんの

香
こ う こ

菇（袋物の部）



　

平
成
10
年
。
松
尾
を
、
椎
葉
を
、
自

分
た
ち
の
手
で
元
気
に
し
た
い
。
そ

う
願
い
、
手
に
し
た
の
は
太
鼓
の
バ

チ
。
初
め
は
車
の
タ
イ
ヤ
が
太
鼓
代
わ

り
だ
っ
た
。
一
人
の
男
の
熱
い
思
い
。

そ
の
男
を
慕
い
集
ま
っ
て
き
た
仲
間

た
ち
。
固
い
絆
で
結
ば
れ
、
一
つ
と
な

り
、
そ
の
思
い
は
太
鼓
へ
と
打
ち
込
ま

れ
た
。
仲
間
は
助
け
合
い
、
家
族
に
支

え
ら
れ
、
い
く
つ
も
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
。
思
い
は
人
々
の
心

へ
と
伝
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
き
く
広

が
り
、
響
き
わ
た
っ
た
。
地
元
松
尾

で
の
前
夜
祭
。
翌
日
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ブ
「
鼓つ
づ
み
え
ん宴
」。
10
周
年
を
喜
び
、

多
く
の
出
演
者
が
集
ま
っ
た
。
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
大
勢
の
観
客
に
、
そ

の
男
は
涙
を
こ
ら
え
る
の
が
や
っ
と

だ
っ
た
。

　

そ
の
男
、
岡
村
正
司
。

　

神
楽
太
鼓
が
鳴
り
響
く
村
に
、
新
た

な
響
き
が
こ
だ
ま
し
た
。

平
家
大
い
ち
ょ
う
太
鼓

10
年
の
響
き

平家大いちょう太鼓10周年企画

ﾁｬﾘﾃｨｰ
L IVE 鼓

つづみ

宴
え ん

2008
〜姫伝説〜

【５月 31 日・椎葉村開発センター】

鶴富屋敷イメージソングＣＤ

「 鶴
つるとみひめ

富 姫 」
Tama Charles・Eryca

＆
平家大いちょう太鼓

（￥1,000・税込）

好評発売中！
【問い合わせ先】
旅館　鶴富屋敷

☎ 0982-67-2320

2008（H20）７月号 Public Relations of  SHIIBA �
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＝ ス ポ ー ツ  ＝

▲３年連続優勝・上椎葉婦人会 ▲２年連続優勝・鹿野遊Ａ

体力づくり
バレーボール大会
（６月22日・村民体育館）

【男子の部】（１２チーム）

　優　勝　鹿野遊Ａ
　準優勝　松　尾Ａ
　３　位　平　　家
　　〃　　鹿野遊Ｂ

【女子の部】（６チーム）

　優　勝　上椎葉婦人会
　準優勝　尾向ドリーム
　３　位　鹿　野　遊
　　〃　　上椎葉公民館

第 27 回

椎葉村

やったぞ！

　陸上の全国総体の出場権を懸けた南九
州地区予選大会が６月 19 日より宮崎市で
開催され、七尾紘くんと蔵座元気くんが
予選を突破。７月 29 日より埼玉県で開
催される全国大会への出場を決めました。
２人は椎葉中学校の卒業生。全国では七
尾くんが砲丸 17 ｍ、ハンマー 60 ｍの２
種目制覇と円盤 45 ｍでの入賞が目標。蔵
座くんも砲丸での入賞を目指します。

▲３投目に58ｍ72を投げ大会記録を樹立
した七尾くん（県高校総体男子ハンマー
投げ・６月３日）

【県高校総体結果】※入賞者
（５月 31 日〜６月３日・宮崎市）

※男子の部
七尾 紘（宮崎工３年・椎葉中出身）
　砲丸投げ１位（16ｍ 32）
　円盤投げ１位（42ｍ 57）
　ハンマー投げ１位（58ｍ 72・大会新）
蔵座 元気（宮崎工２年・椎葉中出身）
　砲丸投げ３位（14ｍ 18）
　円盤投げ６位（31ｍ 66）

※女子の部
荒竹 美里（宮崎商２年・松尾中出身）
　3000 ｍ競歩３位（16分 40秒 45）
椎葉 くるみ（宮崎工３年・松尾中出身）
　400ｍＨ６位（68秒 14）
　1600 ｍリレー４位（４分８秒 35）

【南九州大会結果】※入賞者
（６月 19 日〜 22 日・宮崎市）

■七尾 紘（宮崎工３年）
　砲丸投げ１位（16ｍ46・大会新）
　ハンマー投げ２位
　　　　　（58ｍ 80・県高校新）
　円盤投げ２位（41ｍ 70）

■蔵座 元気（宮崎工２年）
　砲丸投げ６位（14ｍ 19）

全国高校総体 出場決定！

宮崎工業高校２年

蔵
ぞ う ざ

座 元
げ ん き

気くん（追手納）

宮崎工業高校３年

七
な な お

尾　紘
ひろし

くん（上椎葉中１）
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むらのできごと

小
学
校
「
集
合
学
習
」

　村内に７校ある小学校。そのほとんどが複
式学級。村内みんな集まっても、40 人以下
の一クラス。それでも日頃できない授業や遊
びができる「集合学習」。みんなで仲良く学
びます。

▲えい語であそぼう！！
（６月12日・２年生）

▲プールで水泳
（６月26日・４年生）

▲しょうぼうだんのお話を聞こう
（６月26日・３年生）

▲レッツゴー！町たんけん（６月12日・２年生） ▲ソフトボールバレー（６月６日・５年生）

▲地元の名人に教わるそば打ち体験。こねる、打つ、切るはひと苦労。
　（６月20日・大河内小学校）

　海の近くの門川町立草川小学校。５年生は
57人。山に囲まれた椎葉村の７つの小学校。
５年生は31人。５月は門川町へ、６月は椎葉
村へ、お互いがホームステイ。勉強はもち
ろんのこと、たくさんの貴重な体験ができ
ました。

ふれあい
交流

「椎葉」

▲ホームステイと合同宿泊の２泊３日。寝食
を共にして、たくさん会話ができました。

　（６月19日・夢織りのやかた）

▶
つ
か
み
取
り
し
た
ヤ
マ
メ
。
炭
火
で
塩
焼
き

に
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」

　
（
６
月
19
日
・
松
尾
小
学
校
）
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むらのできごと

▲鹿野遊小学校で行われた花の苗の贈呈式。地域の方も
たくさん参加されました。（６月16日）

花とともに育つ「思いやりの心」
　

宮
崎
地
方
法
務
局
に
よ
る
人
権
啓

発
運
動
。
児
童
が
花
を
育
成
す
る
こ

と
で
、
協
力
や
感
謝
す
る
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▲前列中央が角光雄先生と幸子夫人。作
句の指導もしていただきました。

　（６月16日・開発センター）

俳
句
の
先
生
再
来
村

　

本
紙
の
「
し
い
ば
俳
句
会
」
の
先
生
が
、

大
阪
よ
り
２
度
目
の
来
村
。
投
句
を
し
て

い
る
み
な
さ
ん
と
念
願
の
ご
対
面
。

▲道路沿いの花壇の手入れ。上椎葉婦人
会が花の苗を植えました。

　（６月15日・椎葉小下バイパス）

村
民
総
出
の
美
化
運
動

　

年
２
回
行
わ
れ
る
「
村
内
一
斉
清
掃
」。

６
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
、
空
缶
拾
い

や
道
路
の
草
刈
り
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲大会実行委員会より村の社会福祉協議
会へ収益金の一部が寄付されました。

　（５月30日・村長室）

ゴ
ル
フ
で
村
へ
寄
付

　

５
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
「
村
民
ゴ
ル

フ
大
会
」。
参
加
者
は
80
人
。
ゴ
ル
フ
で

村
民
の
健
康
増
進
と
親
睦
を
図
り
ま
す
。

▲花束と共に「体に気をつけて頑張って」
と労

ねぎら

いの言葉が贈られました。
　（６月13日・村長室）

椎
葉
村
の
「
お
父
さ
ん
」

　
「
椎
葉
村
民
の
代
表
。
村
の
お
父
さ
ん
」

村
の
婦
人
会
が
、
村
長
と
教
育
長
へ
「
父

の
日
」
の
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▲７人が出場した陸上競技の選手と役
員。大雨の中での大会となりました。

　（６月15日・日南市）

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
一
堂
に
会

す
る
大
会
。
本
村
か
ら
は
弓
道
、
剣
道
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
陸
上
に
選
手
が
出
場
。

▲任期は６月１日からの２年間。村長よ
り委嘱状が交付されました。

　（５月26日・村長室）

自
衛
官
募
集
相
談
員

　

椎
葉
村
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し

て
、
椎
葉
英
章
さ
ん
（
佐
礼
住
宅
）
と
松

岡
憲
三
郎
さ
ん
（
岩
屋
戸
中
）
が
就
任
。
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イ ベ ン ト 情 報

　「庭ぁ〜の山椒ぉ〜の〜ぉ木〜ぃぃ」で始まる民謡「ひえつき
節」。この歌は山深い椎葉の里の労働歌として、また鶴富姫と
那須大八郎の悲恋物語として古くから歌い継がれてきました。
　第22回目を迎える今大会は、予選・決勝の２日間行われ
ます。出場者、観覧者、たくさんの方のご来場をお待ちし
ております。

【期日】　９月／13日（土）予選・14日（日）決勝

【時間】　午前８時受付・午前９時開始

【会場】　椎葉村開発センター

【部門】　正調の部・一般の部・少年少女の部

　　　　※少年少女の部（中学生以下）は決勝のみ

【申込料】2,000円（昼食含・決勝別）※観覧無料

【申込締切】８月８日（金）必着

【問い合わせ先】

　「ひえつき節」日本一大会 事務局

　（椎葉村役場 総務課内）

　☎0982−67−3203　FAX0982−67−2525

第
22
回日本一大会
「ひえつき節」出場者

募集！

【問い合わせ先】椎葉村役場 総務課

　☎0982−67−3203　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp/

椎葉夏まつり
2008

７月20日（日）

小丸川源流まつり
[場　所] 小丸川源流河川敷
　　　　 （栂尾・尾崎地区）
[時　間] 午前８時30分〜
[参加料] 大　人 1,000円
　　　　　子ども 　500円
[内　容] 釣り大会・源流

太 鼓・ バ ー ベ キ ュ ー・
お楽しみ抽選会など

８月９日（土）

しいば花火大会
[場　所] 椎葉中学校
　　　　　グラウンド
[時　間] 午後１時00分〜

 ※花火：午後８時00分〜
[参加料] 無料
　　　　  （釣り大会は別）
[内　容] 釣り大会・魚つ

かみ取り・花火大会

８月15日（金）

尾向渓谷まつり
[場　所] 尾向小学校
　　　　　グラウンド
[時　間] 午前６時30分〜
[参加料] 無料

（釣りのみ1,000円）
[内　容] 釣り大会・花火

大 会・ 魚 つ か み 取 り・
郷土芸能披露など

８月23日（土）

矢立高原まつり
[場　所] 矢立高原キャンプ場
[時　間] 午前10時00分〜
[参加料] 大　人 2,500円
　　　　　子ども 1,000円

（当日券500円増）
[内　容] バーベキュー大

会・大声大会・お楽し
み抽選会など

椎葉に

おいでよ！
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高血圧を
予防しましょう ①

健康
レシピ じゃがいもの

そぼろ煮

【作り方】

① じゃがいもは半分〜１/ ４くらいの大きさに切

る。たまねぎは食べやすい大きさに切る。

② 鍋にだし、調味料、ひき肉を入れてよく混ぜる。

③ ②にじゃがいも、たまねぎを入れて中火にか

ける。落としぶたをし、じゃがいもが柔らか

くなるまで弱火で煮る。

④ 器に盛り、こねぎを散らす。

※器に盛るときは、ザルでこすなどして煮汁を除

くようにしましょう。

【材料】※４人分
じゃがいも　４個（400g）
た ま ね ぎ　１個（250g）
ひ　き　肉　２００ｇ
だ　　　し　カップ１（200cc）
調　味　料（ 酒：大さじ４、こいくちしょうゆ：
　　大さじ２、砂糖：大さじ３、こねぎ：20ｇ）

⑧

椎葉の おいしい 贈り物

【予約受付期間】

７月１日㈫〜 31 日㈭
※発送日８月８日㈮〜 10 日㈰

【ご注文・お問い合せ先】
椎葉村物産センター「平家本陣」

（9:00 〜 18:00 営業・水曜定休）
☎ 0982-67-3139

FAX0982-67-3144
E-mail：s-heike@mx61.tiki.ne.jp

※単品でのご注文も承ります。

☆ふるさとセット☆

3,150円（10 品）
（税込・送料別）

■内容
えのはの甘露煮・竹の子キム
チ・めんつゆ・柚子双子・わ
らびの酢漬・椎茸山椒佃煮・
梅酒うめ・山椒クッキー・山
蕗の酢漬・柚子みそ

☆山の恵セット☆

2,500円（８品）
（税込・クール便代込・送料別）

■内容
菜豆腐・手打ちそば（２人前）・
あくまき・ゆき肌豆腐・ブルー
ベリー・季節の野菜３種（みょ
うが・ミニトマトなど）

カリウムをたくさんとるには
・�いも類、野菜、果物をたくさんとる（果物には糖分が
多いので１日１回、取り過ぎ注意！）
・白米を玄米に、パンをライ麦パンにする
・�水にさらしたりゆでたりするとカリウムが少なくなる
ので注意する

高血圧を予防するには・・・

ウォーキングなどの
有酸素運動を続ける

カリウムをたくさんとる
カリウムは余分な塩分を体の外に出します。そ
のため高血圧予防に効果的です。１日に 3,500mg
のカリウムをとるのがよいとされています。

ふるさと
　 物 語

日頃お世話になっているあの方
へ、遠くの親戚へ、なつかしい
椎葉の味「ふるさとの味」は
いかがですか。

適正体重にする

ストレスをためない塩分を減らす

たばことアルコール
をひかえる

睡眠を十分にとる

エネルギー：213kcal
塩　　　分：1.1g
カ リ ウ ム：693mg
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椎葉
晃充
村長の

６月の
動き

▲移動消防学校の開校式で
あいさつ（10日）

２
日　

一
ツ
瀬
川
及
び
小
丸
川
上
流
域
森

林
保
全
機
構
会
議
（
宮
崎
市
）

　
　
　

一
ツ
瀬
川
水
系
汚
濁
対
策
検
討
委

員
会
（
宮
崎
市
）

３
日　

庁
議
、
平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
役
場
）

６
日　

県
乾
し
い
た
け
品
評
会
表
彰
式

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

８
日　

尾
前
前
団
長
叙
勲
祝
賀
会（
村
内
）

９
日　

村
漁
協
総
代
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

お
嫁
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
協
議
会

総
会
（
役
場
）

10
日　

移
動
消
防
学
校（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

市
町
村
合
併
検
証
視
察

　
　
　
　
（
〜
11
日
・
五
ヶ
瀬
町
）

12
日　

６
月
定
例
議
会
（
〜
13
日
・
議
場
）

18
日　

国
会
陳
情
及
び
政
務
調
査

　
　
　
　
（
〜
20
日
・
東
京
・
長
野
）

20
日　

町
村
長
研
修
（
〜
22
日
・
長
野
）

23
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
栂
尾
・
大
河
内
）

25
日　

入
郷
地
域
開
発
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　
　
（
美
郷
町
）

26
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
尾
八
重
・
小
崎
）

27
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
松
尾
・
上
椎
葉
）

30
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
鹿
野
遊
・
仲
塔
）

功
績
を
称た
た

え
て

　

村
政
の
発
展
に
尽
力

▲村長より伝達を受けたご遺族のみなさん
　（６月16日・村長室）

村政功労者へ叙
じょくん

勲伝達
　

長
年
に
わ
た
り
村
政
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
故
・
中

瀬
敏
實
さ
ん
（
81
歳
・
上
椎
葉
下
２
）

と
、
故
・
尾
前
新
了
さ
ん
（
70
歳
・

鶴
の
平
）
が
死
亡
叙
勲
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

お
二
人
の
功
績
を
称
え
ま
す
と
と

も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章
元 村収入役

故  中
な か せ

瀬　敏
と し み

實さん

【
経 

歴
】

　

昭
和
17
年
よ
り
42
年
間
、
村
役
場
に

勤
務
。
議
会
事
務
局
長
、
厚
生
課
長
、

経
済
課
長
等
を
歴
任
。
昭
和
58
年
よ
り

収
入
役
（
３
期
12
年
在
職
）。
昭
和
53

年
よ
り
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
平

成
７
年
よ
り
委
員
長
）。

旭
きょくじつたんこうしょう

日単光 章
元 村議会議員

故  尾
お ま え

前　新
しんりょう

了さん

【
経 

歴
】

　

昭
和
54
年
に
村
議
会
議
員
に
当
選

（
４
期
16
年
在
職
）。
文
教
厚
生
常
任
委

員
長
、
総
務
常
任
委
員
長
を
歴
任
。
昭

和
58
年
よ
り
保
護
司
（
日
向
地
区
理
事

及
び
副
会
長
歴
任
）。

▲発電所の心臓部、発電機が設置され
た機械室

建設課（電力係）

甲斐　直
な お み

己
（25歳・野老ヶ八重）

● 

趣
味
：
ギ
タ
ー
、
ラ
ジ
コ
ン
、
テ
ニ

ス
、
バ
レ
ー

● 

ひ
と
こ
と
：
７
月
よ
り
村
の
職
員
と

し
て
、
間
柏
原
の
村
営
発
電
所
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
る

く
元
気
に
、
仕
事
は
真
面
目
に
、
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
職
員
を

　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

椎
葉
村
役
場
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ご
一
家
だ
け
の
子
弟
教
育
の
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
椎
葉
村
一
村
に
及
ぶ
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
、
と
思
っ
た
。

　

早
い
話
、
求
婚
す
る
側
の
姿
勢
、
あ
い
さ

つ
の
仕
方
。
求
婚
さ
れ
た
と
き
に
受
け
る
あ

い
さ
つ
の
仕
方
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

際
、両
親
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
も
必
要
だ
、

と
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
い
る
。

　

幕
末
の
神
道
家
黒
住
宗
忠
の
教
え
に
「
神

国
の
人
に
生
ま
れ
常
に
信
心
な
き
こ
と
」
は

あ
る
ま
じ
き
こ
と
、
と
い
う
訓
戒
が
あ
る
。

「
神
国
」
と
は
、
神
が
作
ら
れ
た
国
の
意
味

で
あ
る
。
神
の
作
ら
れ
た
国
に
、
人
と
し
て

生
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
神
を
信
心

し
な
い
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
と
し
て
根
本
の
所

を
、
右
の
昔
話
の
お
竹
は
、
よ
く
心
得
て
い

る
。
大
阪
土
産
に
何
が
欲
し
い
か
、
と
聞
か

れ
、欲
し
い
物
は
何
も
な
い
が
「
観
音
様
を
」

と
答
え
、
鰯
の
頭
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
、
終

始
長
者
を
疑
う
こ
と
も
な
く
、
た
だ
素
直
、

純
真
。
自
然
に
受
け
入
れ
て
「
念
じ
た
」
と

い
う
か
ら
、
ひ
た
す
ら
観
音
様
と
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
鰯
の
頭
は
黄
金
の
観
音
像
に

変
わ
っ
た
。「
何
を
祈
っ
た
か
」
と
問
わ
れ

「
ま
ず
元
気
に
日
々
の
仕
事
が
出
来
る
よ
う

に
」
と
い
う
。
自
分
の
た
め
で
は
な
い
。
主

家
の
た
め
、
皆
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
、
と

願
う
の
で
あ
る
。
次
に
親
兄
弟
の
幸
せ
を
願

い
、
自
分
の
幸
せ
に
つ
い
て
は
一
番
最
後
に

な
っ
て
の
願
い
で
あ
る
。

　

椎
葉
村
の
美
し
さ
は
、
四
季
の
自
然
の
美

し
さ
だ
け
で
は
な
い
。
長
い
間
付
き
合
っ
て

い
た
だ
い
て
、
人
の
心
の
美
し
さ
に
何
度
元

気
付
け
ら
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
村
中
、
こ

う
し
た
教
育
を
受
け
て
来
た
か
ら
、
椎
葉
村

は
さ
な
が
ら
桃と

う

源げ
ん

郷き
ょ
うを
な
し
て
い
る
の
だ
、

と
思
う
。

　
　
（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

　

昔
、
あ
る
所
に
、
ム
ラ
い
ち
ば
ん
の
器
量

よ
し
で
、
賢
い
娘
が
住
ん
で
お
っ
た
。
お
竹

ち
て
言
う
名
前
じ
ゃ
っ
た
。
お
父と

う

と
、
お
母か

あ

と
、
弟
と
妹
と
一
緒
に
住
ん
で
お
っ
た
が
、

貧
乏
な
家
じ
ゃ
っ
た
か
ら
、
お
竹
が
十
六
に

な
る
と
、
お
父
と
お
母
を
助
け
る
た
め
に
、

長ち
ょ
う

者じ
ゃ

殿ど
ん

の
屋
敷
に
奉
公
に
出
さ
れ
た
。
長

者
殿
の
屋
敷
で
は
、
た
く
さ
ん
の
奉
公
人
が

お
っ
た
が
、
お
竹
は
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
一

番
の
働
き
者
で
、陰
日
な
た
な
く
働
く
の
で
、

い
つ
の
ま
に
か
長
者
の
お
気
に
入
り
の
奉
公

人
に
な
っ
た
。

　

あ
る
時
、
長
者
は
用
事
が
出で

来け

て
、
大
阪

に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
長
者
は
、

お
竹
に
向
こ
う
て
「
大
阪
に
行
く
用
事
が
出

来
た
か
ら
行
て
く
る
の
じ
ゃ
が
、
お
竹
は
何

か
欲
し
い
物
が
あ
り
は
せ
ん
か
？
土
産
に
買

う
て
来
ち
ゃ
る
」。
長
者
は
お
竹
に
向
こ
う

て
、
そ
う
言
う
た
。
お
竹
は
「
何
も
欲
し
い

物
は
な
い
が
、
一
寸
八
分
の
観
音
様
が
欲
し

い
」
ち
て
言
う
て
、
長
者
殿
に
頼
ん
だ
。

　

長
者
殿
は
大
阪
に
行
て
、
用
事
を
済
ま
し

て
帰
っ
て
来
た
が
、
お
竹
の
土
産
の
こ
と
は

忘
れ
て
お
っ
た
。
お
竹
は
待
ち
わ
び
て
お
っ

た
か
ら
、
長
者
殿
に
観
音
様
の
こ
と
を
尋
ね

た
。
長
者
殿
は
忘
れ
た
と
は
言
え
ず
「
後
か

ら
届
く
荷
物
の
中
に
あ
る
か
ら
」
ち
て
嘘
を

言
う
て
お
い
て
、
そ
の
足
で
台
所
に
行
て
み

た
と
こ
ろ
が
、皿
の
上
に
鰯
の
頭
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
長
者
は
鰯
の
頭
を
紙
で
包
う
で
、
小

さ
な
箱
に
詰
め
て
、
お
竹
を
呼
ん
で
「
こ
れ

が
土
産
の
観
音
様
じ
ゃ
。
中
を
開
け
て
見
て

は
い
か
ん
。
罰
が
当
た
る
か
ら
」
ち
て
言
う

て
お
竹
に
渡
し
た
。
お
竹
は
そ
れ
が
鰯
の
頭

と
は
知
ら
ず
、
自
分
の
部
屋
の
柱
の
節
ほ
げ

①
の
中
に
、
観
音
様
が
入
っ
て
い
る
と
い
う

小
さ
な
箱
を
詰
め
て
、
朝
も
、
昼
も
、
晩
も
、

手
を
合
わ
せ
て
拝
み
よ
っ
た
。
長
者
殿
は
、

お
竹
に
は
す
ま
ん
こ
と
を
し
た
わ
い
。
今
度

大
阪
に
行
た
と
き
に
ゃ
あ
、
忘
れ
ず
本
物
の

観
音
様
を
買
う
て
来
て
、
鰯
の
頭
と
替
え
と

か
に
ぁ
あ
な
ら
ん
と
思
う
て
、
大
阪
に
着
い

た
と
き
ぃ
、い
の
一
番
に
観
音
様
を
買
う
た
。

そ
し
て
急
い
で
ム
ラ
に
帰
っ
て
来
て
、
お
竹

の
部
屋
に
無
断
で
入
り
、
節
ほ
げ
の
鰯
の
頭

と
取
り
替
え
よ
う
と
思
う
て
、
鰯
の
頭
を
包

ん
だ
紙
包
み
を
解
い
て
み
る
と
、
大
阪
に
も

売
っ
て
い
な
い
よ
う
な
、
尊
い
黄
金
の
一
寸

八
分
の
観
音
様
に
替
わ
っ
ち
ょ
っ
た
。
長
者

殿
は
驚
い
た
。
観
音
様
に
も
、
お
前
に
も
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
て
し
も
う
た
。
す

ま
ぬ
。
じ
ゃ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
お
前
は
こ

の
観
音
様
に
、
毎
日
毎
日
、
何
と
言
う
て
拝

ん
で
お
っ
た
ん
じ
ゃ
？
」

　

お
竹
の
言
う
こ
と
に
ゃ
あ「
ま
ず
第
一
に
、

今
日
も
元
気
で
仕
事
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

次
に
、
里
に
残
し
て
来
た
お
父
や
お
母
や
、

弟
妹
が
達
者
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
三
番
目

に
、
お
竹
に
も
え
ぇ
運
が
向
い
て
き
ま
す
よ

う
に
ち
て
、
観
音
様
に
念
じ
て
き
ま
し
た
」

ち
て
言
う
た
。

　

感
心
し
て
聞
い
た
長
者
殿
は
「
お
竹
。
俺

の
願
い
を
聞
い
て
く
れ
ん
か
。
俺
の
一
人
息

子
の
嫁
に
な
っ
て
、
こ
の
長
者
屋
敷
を
守
っ

て
く
れ
ん
か
」。
長
者
殿
は
お
竹
に
そ
う
言

う
て
お
願
い
を
し
た
。
お
竹
は
「
私
の
よ
う

な
者
で
よ
か
っ
た
ら
、
末
永
う
よ
ろ
し
く
頼

み
ま
す
」ち
て
長
者
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
、

里
の
お
父
や
お
母
の
許
し
を
受
け
て
、
長
者

屋
敷
の
嫁
に
な
っ
て
、
一
生
幸
せ
に
暮
ら
し

た
、
ち
て
い
う
こ
と
じ
ゃ
。
そ
し
て
こ
の
観

音
様
は
「
お
竹
観
音
」
ち
て
尊
ぱ
れ
て
、
い

つ
ま
で
も
長
者
屋
敷
に
大
切
に
祭
ら
れ
て
い

た
、
と
い
う
鰯
の
頭
も
信
心
か
ら
、
と
い
う

お
話
。

　
（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

山
口 

紫
）

① 

節
ほ
げ 

＝ 

も
と
枝
が
あ
っ
た
跡
の
穴
。

木
ほ
げ

話　

型 

＝ 

世
間
話

発
端
句 

＝ 

昔
、
あ
る
所
に

結
末
句 

＝ 

と
い
う
お
話

椎
葉
の
民
話
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「
鰯い

わ
し

の
頭
も
信し

ん

心じ
ん

か
ら
」

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（

水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

那
須
英
一
さ
ん
に
密
着
取
材
し
て
幾
年

た
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
英
一
さ
ん
に
密
着

し
て
い
た
理
由
は
、
母
堂
が
、
そ
の
祖
父
に

あ
た
え
ら
れ
る
方
の
大
切
に
し
て
お
ら
れ
た

「
昔
話
」
を
よ
く
継
承
し
て
、
英
一
さ
ん
に

も
し
っ
か
り
と
教
え
て
お
ら
れ
た
こ
と
。
そ

し
て
英
一
さ
ん
か
ら
一
話
ず
つ
記
録
さ
せ
て

貰
う
度
に
、
こ
と
に
よ
る
と
、
こ
の
「
昔
話
」

は
、
母
堂
の
祖
父
が
経
営
さ
れ
た
寺
子
屋
の

寺
子
た
ち
の
た
め
の
、
人
格
教
育
の
大
切
な

教
材
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
考
え

る
に
い
た
っ
た
。だ
と
す
る
と
こ
の
昔
話
は
、

椎
葉
の
散
歩
道
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　宮崎地方法務局 登記部門
　　☎０９８５−２２−５２２９

新たに事業を始めた方へ
創業定例会相談会

　国民生活金融公庫延岡支店では、
毎週木曜日（祝祭日除く）に創業を
目指す方や創業後間もない方への定
例相談会を開催してます。当日は、
事業計画策定のポイントをはじめ融
資制度活用上の留意点など幅広くア
ドバイスいたします。事業計画がこ
れからという方もお気軽にご相談く
ださい。
　なお、当日は予約制（10：00 〜
15：00）になります。事前に当支店
の担当者までご連絡ください。
■問い合わせ先
　国民生活金融公庫 延岡支店
　　担当：篠原、朝倉
　　☎０９８２−３３−６３１１（代表）

花とみどりのコンクール
　「花とみどりのみやざきづくりコ
ンクール」が開催されます。県内を
花とみどりで装飾する取り組みを広
げるために開催され、今年が15回目
となります。ぜひご応募ください。
■応募対象　個人の庭や企業や学校

の施設内、道路沿いなどでの花の
装飾（応募のあった中から優秀な
作品には最優秀賞などの各賞が授
与されます）

■応募期間　７月31日（木）まで
■応募方法　指定の応募様式があり

ます。お問い合せ先までご連絡く
ださい。（応募には過去１年以内
に撮影した写真が必要です）

■お問い合せ先
　役場 総務課 商工観光係
　　☎０９８２−６７−３２０３

「柳田国男100年の旅」
ゆかりの地「椎葉」を訪ねて

　日本民俗学の出発点とわれる「後
狩詞記」を発表した柳田国男が椎葉
を訪れたのが明治41年（1908）。そ
れから今年が100年目。同じ季節に
同じルートを辿

たど

り、投宿した当時の

姿を残す庄屋跡を訪れ、柳田国男ゆ
かりの地とゆかりのあった人々、語
り継がれてきたお話に触れながら、
狩猟や焼畑文化と柳田国男の椎葉
ユートピア論考など、椎葉の暮しや
伝承文化の奥深さを体験します。
■開催期日
　７月19日（土）〜 22日（火）
■内容
　１日目　美郷町南郷区泊
　２日目　南郷区→椎葉村泊
　３日目　椎葉村→五ヶ瀬町泊
　４日目　五ヶ瀬町
■参加費　38,600円（お一人様）
　　※３泊６食+昼食弁当２回
　　※泊数等にて変更有り
■申込締切日　７月10日（木）
■問い合わせ先
　「霧立越歴史と自然を考える会」
　事務局
　〒882-1201
　西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡４６１５
　　☎０９８２−８３−２３２６
　　０９８２−８３−２３２４
　Eメール：front@kiritachi.net
　HPアドレス：http://kiritachi.net/

労働安全衛生法に基づく
免許試験のご案内

　本年度は宮崎大学教育文化学部に
おいて、次の日程により実施されます。

【試験日】８月23日（土）
　①第一種衛生管理者
　②第二種衛生管理者
　③クレーン･デリック運転士
　　（クレーン限定）
　④移動式クレーン運転士
　⑤潜水士

　⑥発破技士
　⑦林業架線作業主任者

【試験日】８月24日（日）
　⑧一級ボイラー技士
　⑨二級ボイラー技士
　⑩ボイラー整備士
■試験申請書提出先
※①〜④、⑧〜⑩

（社）宮崎労働基準局
　　☎０９８５−２５−-１８５３
※⑤、⑥　建設業労働災害防止協会 

宮崎支部
　　☎０９８５−２０−８６１０
※⑦　林業･木材製造業労働災害防

止協会 宮崎県支部
　　☎０９８５−２４−７９３０
■問い合わせ先
　　上記の団体 又は
　九州安全衛生技術センター
    ☎０９４２−４３−３３８１

放送大学 学生募集
　放送大学はテレビとラジオで授業
を行う、国が設置した正規の大学で
す。教養学部の平成20年度第２期学
生を募集します。
■募集期間　８月31日（日）まで
■募集学生
◎全科履修生（卒業を目指す学生）
◎選科履修生（１年間在学する学生）
◎科目履修生（半年間在学する学生）
■問い合わせ先
　放送大学宮崎学習センター
　　☎０９８２−５３−１９８３
　放送大学ホームページ
　　http://www.u-air.ac.jp/
　願書請求フリーダイヤル
　　☎０１２０−８６４−６００

募集します！「自衛官」

■受 付 期 間　８月１日（金）〜９月10日（水）
■問い合わせ先　自衛隊 日向募集事務所 　☎０９８２−５２−６９１４
　　　　　　　　役場 総務課 消防交通係　☎０９８２−６７−３２０１

募集種目 資　　格 １次試験

一般曹候学生（男女） 18歳〜 27歳未満 ９月20日（土）

２等陸・海・空士（男子） 18歳〜 27歳未満 ９月20日（土）

２等陸・海・空士（女子） 18歳〜 27歳未満 ９月28日（日）・29日（月）

航空学生（男女） 高卒（見込含）〜 21歳未満 ９月23日（火）



Shiiba Information

お知らせ
７月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●６月１日現在
　男　　1,619人（−2）
　女　　1,637人（−3）
　計　　3,256人（−5）
世帯数　1,271戸（−4）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2008（H20）７月号

　　宮崎市霧島1-1-2
　　宮崎県総合保健センタ−４階
　　　☎０９８５−２７−５６６３
　　　０９８５−２７−５２７６
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 保健予防係
　　　☎０９８２−６８−７５１０

「社会を明るくする運動」
７月は強調月間です

　「社会を明るくする運動」は、犯
罪や非行の防止と罪を犯した人たち
の更生についての理解を深め、それ
ぞれの立場において力を合わせ、犯
罪や非行のない明るい社会を築こう
とする全国的な運動です。この運動
は今年で58回を数え、毎年７月はそ
の強調月間です。
　期間中は、日向地区保護司会のみ
なさんを中心に、啓発活動や各種大
会への後援などの活動を行います。
村民のみなさんのご理解とご協力を
お願いいたします。
■問い合わせ先
　日向地区保護司会 椎葉支部
　　支部長　黒木 勝実
　　☎０９８２−６７−２１５５

商業・法人登記事務の
取扱場所が変わります

　宮崎地方法務局の会社や法人の登
記事務について、取扱先が変更にな
ります。なお、会社や法人の登記に
係る登記事項証明書、印鑑証明書の
交付事務（動産・債権譲渡登記に係
る概要記録事項証明書の交付事務を
含む）については、引き続き現在の
場所でも取り扱います。
　また、不動産登記事務については、
取扱いの変更はありません。

【現在の取扱場所】
　　宮崎地方法務局 日向支局

【変更後の取扱場所】
　　宮崎地方法務局 登記部門
　　　〒880-8513
　　　宮崎市旭２丁目１番18号
■変更予定日　８月25日（月）
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局 日向支局
　　☎０９８２−５２−２９４４

お 知 ら せ
税の納期（７月分）

　納期限内に納めましょう。
・固定資産税（２期）
・国民健康保険税（２期）
■納期限　　　７月31日
■口座振替日　７月28日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　７月８日（火）
　　　　８月12日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　７月22日（火）
　　　　８月18日（月）

　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　高齢者センター
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

ひとりで悩まないで
誰かに話してみませんか？

　さまざまな悩みや心配事、心の病
気などを抱えている方のために、相
談窓口や生きがいづくりの場などを
案内する宮崎県民向け情報サイト
です。

【みやざきこころ青Tねっと】
　　http://www.m-aot.net
■問い合わせ先
　宮崎県精神保健福祉連絡協議会
　宮崎県精神保健福祉センター
　〒880-0032 宮崎市霧島1-1-2
　　☎０９８５−２７−５６６３
　　０９８５−２７−５２７６

アルコール依存で
お悩みの方へ

　薬物やアルコールの乱用・依存で
悩む本人・家族等へ専門医が個別相
談に応じます。
　相談は無料です。問題の早期解決
を図りましょう。
■日程　毎月第１･第３月曜日
　　　　（13：30 〜 16：00・予約制）

月 第１月曜日 第３月曜日
７月 ７日 −
８月 ４日 18日
９月 １日 −
10月 ６日 20日
11月 − 17日
12月 １日 15日
１月 ５日 19日
２月 ２日 16日
３月 ２日 16日

■相談員
　精神科医　湯地博幸
　（医療法人慈光会　宮崎若久病院）
　精神科医　比江島誠人
　（医療法人ハ−トピア　細見クリニック）
■申込先（担当：黒水）
　宮崎県精神保健福祉センタ−
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カメラ さんぽ

▲椎葉晃充村長、甲斐美義議長立ち会いにより、平寿園へ
３台、病院へ１台の車椅子が贈られました。

　

５
月
26
日
、
村
長
室
で
行
わ

れ
た
車
椅
子
４
台
の
贈
呈
式
。

こ
れ
は 

㈱
恒
進
製
作
所
（
愛

知
県
清
須
市
）
が
製
造
販
売
し

て
い
る
も
の
で
、
贈
り
主
は
同

社
の
堀
田
恒
雄
さ
ん
、
つ
る
子

さ
ん
。「
高
齢
化
社
会
と
な
り

何
か
と
不
便
で
は
」
と
お
手
紙

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
堀

田
つ
る
子
（
旧
姓
・
中
瀬
）
さ

ん
は
上
椎
葉
中
２
の
出
身
。
６

月
に
は
さ
ら
に
３
台
の
車
椅
子

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い

車
椅
子
を
寄
贈

▲「大丈夫ですか！」人工呼吸と心臓マッ
サージ。ＡＥＤで電気ショック！

　（６月10日・村体育館）

大
切
な
命
の
リ
レ
ー

　

移
動
消
防
学
校
で
の
救
急
法
指
導
。「
救

え
る
命
」
を
救
う
に
は
、
知
識
と
経
験
、

そ
し
て
少
し
の
「
勇
気
」
が
必
要
で
す
。

▲希
まれ

に見つかるピンクのバッタ。みなさ
んは見たことありますか？

　（６月９日・水越）

白
い
花
と
ピ
ン
ク
の
？

　

前
回
は
黄
金
の
カ
エ
ル
、
今
回
は
ピ
ン

ク
の
バ
ッ
タ
。
那
須
八
重
子
さ
ん（
水
越
）

が
発
見
、
役
場
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　国の重要文化財の指定を受けている那須家住宅（鶴富屋敷）。その周りを囲
むようにそびえ立つ杉の大木。その内の１本が昨年７月の台風で倒れてしまい
ました。幸いにも家屋への被害はありませんでしたが、間もなく迎える台風シー
ズンでの不測の事態に備え、今回周囲の大木を伐採しました。長年見なれた景
色も変わり「さびしいけれど、これでひと安心」と那須家のみなさん。梅雨の
合間に広がる青空の下、伐採後の後片付けが行われました。（６月26日・上椎葉）

▲そびえ立つ大木。那須家当主の
那須初さんが危険箇所調査で行
政職員と消防団員へ状況説明

　（５月22日）

▲伐採されたのは17本の大木。
切株の直径は最大で140セン
チ。高さは37メートルで樹齢
は110年でした。

▲大型クレーンを使っての伐採作業。次々と大木が運び出されて行きました。（６月23日）

杉の木を伐採　これでひと安心
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春夏秋冬　まるごと椎葉

まっ赤に実った
あま〜い

「いちご」

　４戸の農家が栽培に取り組む椎葉村の夏秋い
ちご。品種は主に「さがほのか」。標高1000ｍ
を超える冷涼な気象条件を活かし「高冷地いち
ご」として出荷されます。今年の反（10アール）
当たりの収穫目標は前年比４割増の２トン。５
月の末に始まった出荷作業は12月まで続けられ、
主にケーキ用として市場へ運ばれていきます。

▲苗の手入れをする椎葉鈴子さん。
収穫や選別はすべて手作業です。

▲向山日添の生産農家のみなさん
が村長へいちごを贈呈（左から
椎葉義光さん、椎葉祐作さん、
椎葉伊香保さん）

　（６月25日・村長室）

（６月９日・向山日添）

おいしい

「梅干」「梅酒」
できるかな

　むらおこしグループ「夢織会」が栽培し
ている南高梅。完熟すると果物のような甘
酸っぱい香りが辺り一面に広がります。そ
して、収穫された梅は加工され食卓へ。朝
食のトーストに梅ジャムを、夏バテ予防に梅
ジュース、ご飯の友に梅干乗せて、夜は梅
酒で陽気に語る。日本人には欠かせません。

▲カゴいっぱいの梅の実。選別し
た後、梅酒「姫伝説」の原料と
して工場へ

▲５センチを越える巨大な梅の実。
サイズは６Ｌ。梅干にしたら一
粒でご飯をお代わりできる人も
いるかな。（６月25日）

▲上椎葉ダムを見下ろす場所にある夢織園。会員総出で収穫作業を行いました。
　（６月８日・桑の木原）
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僕
が
許
さ
れ
ぬ
恋
に
墜
ち
た
相

手
、
秋
葉
。
彼
女
は
殺
人
の
容
疑
者

だ
っ
た
。
僕
の
心
は
揺
れ
動
く
。
果

た
し
て
彼
女
は
罪
を
犯
し
た
の
か
。

ま
も
な
く
時
効
を
迎
え
る
が･･･

。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

那
須 

愛あ

果か

里り 

ち
ゃ
ん

（
胡
麻
山
）
豊
和
・
希
美
香 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

椎
葉
久
太
郎 

様（
佐　
　

礼
）七
十
三
歳

椎
葉
あ
や
子 

様（
上
椎
葉
中
２
）五
十
七
歳

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

椎
葉 

文
典 

様
（
上
椎
葉
上
１
）

　
（
故 

椎
葉 

あ
や
子 

様
）

一
般
寄
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

村
長
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

実
行
委
員
会

戸
籍
だ
よ
り
（
５
月
届
出
分
）

１
日　

小
中
学
校
登
校
日

　
　
　

焼
畑
体
験
学
習
（
尾
向
小
）

２
日　

日
向
支
部
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
（
日
向
市
）

７
日　

ア
ジ
ア
友
好
の
翼

　
　
　
　
（
〜
11
日
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

９
日　

し
い
ば
花
火
大
会

10
日　

村
防
災
訓
練

　
　
　
　
（
大
河
内
・
全
地
区
）

11
日　

９
月
期
子
牛
育
成
村
品
評
会

　
　
　
　
（
那
須
橋
）

12
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

尾
向
渓
谷
ま
つ
り

17
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

19
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

20
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

21
日　

小
中
学
校
登
校
日

23
日　

矢
立
高
原
ま
つ
り

24
日　

東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会

　
　
　
　
（
椎
葉
村
）

26
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ひ
え
つ
き
宿
泊
研
修

　
　
　
　
（
〜
28
日
・
椎
葉
中
）

８
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

さ
っ
ち
ゃ
ん
に
は
生
ま
れ
つ
き
手

の
指
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

と
て
も
元
気
。
で
も
、
あ
る
出
来
事

で･･･
。親
の
愛
情
。子
ど
も
の
成
長
。

胸
を
打
た
れ
る
一
冊
で
す
。

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
夜
明
け
の
街
で
』　　
　
　
（
角
川
書
店
）

著 

／ 

東
野 

圭
吾

松尾小 ６年

甲斐 将
ま さ き

聖 くん

　

こ
の
本
は
、
で
ん
し
ゃ
に
動
物
や

生
き
物
が
ど
ん
ど
ん
乗
っ
て
い
く
話

で
す
。ぼ
く
は
最
初
び
っ
く
り
し
て
、

読
ん
で
い
く
間
に
わ
く
わ
く
し
て
き

ま
し
た
。

『
で
ん
で
ん
で
ん
し
ゃ
が

や
っ
て
く
る
』

作
／
古
舘
綾
子
・
絵
／
葉 

祥
明
（
岩
崎
書
店
）

松尾小学校

『
さ
っ
ち
ゃ
ん
の 

ま
ほ
う
の
て
』

（
偕
成
社
）

著 

／ 

た
ば
た 

せ
い
い
ち

松尾小 教諭

水
みず

尾
お

 友
ゆ

紀
き

 さん

　

松
尾
小
職
員
室
で
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
一
冊
。
ケ
イ
ゾ
ウ
さ
ん

が
嫌
い
な
こ
と
十
編
で
の
構
成
。
続

編
を
望
む
声
も
多
い
人
気
の
本
で
す
。

『
ケ
イ
ゾ
ウ
さ
ん
は

四
月
が
き
ら
い
で
す
。』

作
／
市
川
宣
子
・
絵
／
さ
と
う 

あ
や
（
福
音
館
書
店
）
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俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

編
集
後
記

▼
６
月
３
日
、
高
校
総
体
陸
上
競
技
の
取
材
に

行
き
、
と
て
も
懐
か
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
▼

今
か
ら
19
年
前
の
平
成
元
年
。
県
総
体
陸
上
男

子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
当
時
の
県
高
校
記
録
52
ｍ

52
を
投
げ
優
勝
。
円
盤
投
は
38
ｍ
50
を
投
げ
２

位
。
全
国
高
校
総
体
や
北
海
道
で
行
わ
れ
た
国

体
に
も
出
場
し
ま
し
た
（
ち
ょ
っ
と
自
慢
）。
し

か
し
、
全
国
と
の
差
は
歴
然
。
周
囲
は
巨
漢
ぞ

ろ
い
。
体
格
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
技
術
面
で

も
及
ば
ず
、
入
賞
は
お
ろ
か
予
選
通
過
さ
え
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
▼
ア
ス
リ
ー
ト
の
血
が
騒
ぎ
、

陸
上
の
県
選
手
権（
７
月
13
日
）に
エ
ン
ト
リ
ー
。

19
年
ぶ
り
の
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
試
合
に
出
場
し
、

６
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

　

今
年
で
16
回
目
を
迎
え
る
夏
の
風
物

詩
、
牧
水
ふ
れ
あ
い
う
な
ぎ
つ
か
み
ど
り

大
会
が
、
日
向
市
東
郷
町
牧
水
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
う
な
ぎ
や
ま
す

な
ど
約
１
０
０
０
匹
が
放
流
さ
れ
、
大
物

大
賞
に
は
、
豪
華
商
品
も
用
意
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
も
ち
ま
き
大
会
や
地
鶏
の
炭
火

焼
き
の
出
店
な
ど
、
お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

緑
に
囲
ま
れ

た
河
川
プ
ー
ル

は
、
夏
に
な
る

と
子
供
た
ち
に

大
人
気
！
身
も

心
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
こ

と
間
違
い
な

し
。
牧
水
の
愛

し
た
坪
谷
川

で
、
自
然
と
親

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
日　

時
】　

７
月
20
日
（
日
）
11
：
00
〜

　

※
大
雨
順
延
・
７
月
27
日
（
日
）

【
場　

所
】　

牧
水
公
園
「
河
川
プ
ー
ル
」

【
参
加
料
】　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

東
郷
町
商
工
会
青
年
部

　

☎
０
９
８
２
‐
６
９
‐
２
０
７
５

「
第
16
回 

牧
水
ふ
れ
あ
い

う
な
ぎ 

つ
か
み
ど
り
大
会
」

日
向
入
郷
広
域
情
報

日
向
市
（
東
郷
町
）

《
特
選
》

小
満
や
あ
ま
ね
き
光
葉
裏
ま
で　
　
　
　
　

那
須　
　

正

［
評
］
小
満
は
、
二
十
四
節
気
の
一
つ
で
立
夏
の
次
に
く
る
暦
こ
と
ば
で
あ
る
。
現

行
の
暦
で
は
五
月
二
十
一
日
頃
で
麦
秋
の
季
に
当
た
る
。
陽
光
は
明
る
く
広

く
耀
う
。
そ
ん
な
時
、
作
者
は
風
に
ひ
る
が
え
る
緑
の
葉
裏
を
見
た
。
何
か

を
発
見
し
た
よ
う
な
新
鮮
さ
。

蛍
の
夜
亡
き
友
の
声
今
の
よ
う　
　
　
　
　

椎
葉
シ
ヅ
子

［
評
］
蛍
は
夜
を
幻
想
的
に
し
て
く
れ
る
。
幻
想
の
中
に
ひ
た
っ
て
い
る
と
、
あ
る
親

友
の
声
が
き
こ
え
る
。
そ
れ
は
何
年
も
前
に
逝
っ
た
友
人
な
の
に
、
す
ぐ
隣
で

話
し
か
け
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
。
蛍
火
が
ふ
と
消
え
る
。
友
も
ま
た
消
え
る
。

た
け
の
こ
の
に
ょ
き
っ
と
道
を
通
せ
ん
ぼ　

山
茶　

久
実

［
評
］
二
、三
年
前
「
広
報
し
い
ば
」
の
写
真
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
筍
が
た
く
ま

し
い
か
ら
村
民
も
た
く
ま
し
い
。
明
朗
な
一
句
。

《
入
選
》

宮
崎
産
の
辣
韮
見
つ
け
て
買
い
に
け
り

小
丸
川
河
童

枇
杷
熟
る
る
母
の
生
家
の
な
く
な
り
て

　
　

〃

万
緑
や
届
き
し
た
よ
り
健
や
か
と

山
本　

和
枝

し
な
や
か
に
霧
雨
う
く
る
若
楓

　
　

〃

朴
葉
だ
ご
作
り
て
端
午
祝
い
け
り

黒
木　

八
重
子

巫
女
の
鈴
日
な
が
聞
こ
ゆ
る
祭
か
な

中
瀬　
　

汀

昭
和
の
日
は
や
平
成
も
二
十
年

戸
辺　

好
郎

千
畳
敷
の
畳
の
如
し
麦
熟
る
る

那
須　
　

正

ト
ラ
ク
タ
ー
彼
方
此
方
で
代
を
か
く

那
須　

瑞
穂

六
月
で
も
足
袋
を
は
な
せ
ぬ
八
十
路
か
な

椎
葉
ツ
ユ
子

木

下

闇

十

三

佛

の

御

灯

明

小
八
重
知
津
子

初
夏
や
田
ん
ぼ
に
う
な
る
耕
耘
機

椎
葉　
　

満

今月の表紙  Cover Message
　

華
や
か
な
舞
台
の
裏
に
は
、
多
く
の

隠
れ
た
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
椎
葉
の
伝
統
芸

能
「
椎
葉
神
楽
」
は
後
継
者
不
在
が
深

刻
で
、
も
う
何
年
も
中
断
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
の
、
新
た
な
取
り
組
み
。
家
族
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周
囲
の
理
解
や
協

力
が
ど
れ
だ
け
必
要
な
こ
と
か
。
そ
し

て
、
何
よ
り
も
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の

努
力
。日
々
の
練
習
は
も
と
よ
り
、ジ
ュ

ニ
ア
太
鼓
へ
の
指
導
や
器
材
の
搬
入
、

手
入
れ
な
ど
。
風
雨
に
耐
え
、
松
尾

地
区
を
見
守
っ
て
き
た
樹
齢
七
百
年
の

「
松
尾
の
大
イ
チ
ョ
ウ
」。
そ
の
力
強
さ

は
、
ま
さ
に
今
の
「
平
家
大
い
ち
ょ
う

太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
そ
の
も
の
で
す
。

「
平
家
大
い
ち
ょ
う
太
鼓
」
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　ウコギ科ハリギリ属。強い日差しで木々の葉も輝
く盛夏です。椎葉の山々が緑濃くなる中、径４㎜程
の多数の真っ白な小花を枝の先端に房状に咲かせ、
大型でカエデのような葉を着けている高木がハリギ
リです。樹高15〜20m、幹の直径80㎝程の巨木に成
長します。樹皮は黒褐色で縦に深い溝が入り、枝先
には鋭い棘が多数互生します。本村では同じ科に含
まれる山菜の王者タラノキと同様にダラと呼び、芽
を食します。枝先に束生する葉は長い葉柄と５〜９
裂する葉身からなり、秋には黄変して落葉します。
雌雄同株で径５㎜程の果実が黒熟します。日本、中
国、朝鮮、ロシア極東部に生育します。良質の木材
は建築や家具材として賞用され、特に北海道産材は
海外にも輸出されてきました。和名は材がキリの木
理にやや似ることに加え、外形に刺を有するためで
しょう。木材業者はセンと呼び慣わしています。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）
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未来にはばたけ！

甲
か

斐
い

 来
らい

輝
き

 くん
（向山日当下）

平成18年５月23日生まれ

おかあさん：渚 さん

いつも元気な我が家の王子様。
怒られる毎日の来輝クン！　元気
に育ってくれたらなによりデス。

鍋
なべ

西
にし

 咲
さく

良
ら

 ちゃん
（針金橋）

平成18年７月14日生まれ

おとうさん：幸治 さん
おかあさん：優子 さん

鍋西家の王様です！　みんな
可愛がってくれてありがとう
(^o^)元気に大きくなるぞ！！

フェイス！Face in July

（
29
歳
・
大
河
内 

大
藪
）

勤
務
先
：
大
河
内
小
学
校 

臨
時
事
務

趣　

味
：
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　地元大河内に帰って来て４年になります。大河内小学
校の勤務は２年目です。保育所６人、小学校16人の元気
一杯な子どもたちと９人の愉快な仲間（職員）たち、ＰＴＡ、
地域の皆様のご支援で学校は活気づいています。今後も
椎葉、大河内に根付いていき大

おおかわんちゅう

河人の心を大事にします。

「Ｃ
チ ュ ッ パ

ＨＵＰＡ Ｃ
チ ャ ッ プ ス

ＨＵＰＳ」

岩い
わ

崎さ
き 

里さ
と

美み 

さ
ん

代表　椎葉 直
な お

美
み

 さん

　　　　　　　（若宮住宅）

笑顔のわ❻
ヒップホップ ダンスユニット

　昨年８月に６人でスタートしたダンスユニット。現在のメンバーは
大人11人と子ども５人。週１回集まって、楽しみながら汗を流してい
ます。これから多くのイベントに参加し、たくさんの方へダンスの楽
しさを伝えていきます。興味のある方は、ぜひ声をかけてください！
◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

踊
っ
て
も

見
て
も

ダ
ン
ス
は

最
高
！


